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【人口・世帯】〈８月１日現在〉
合計＝ 150,901人 （＋103）（ ）内は前月比
男 ＝ 74,790人 （＋ 32）
女 ＝ 76,111人 （＋ 71）
世帯＝ 54,165世帯 （＋120）
【予算】〈８月１日現在〉
一 般 会 計＝37,900,000千円
特別・企業会計＝31,808,435千円

市の人口と予算

市議会の臨時会が今月21日�に開会されます
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大
地
震
な
ど
の
災
害
に
襲
わ
れ
た
と
き
、
あ
な
た
は
素

早
く
、
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
自
信
は
あ
り
ま
す
か
。
災

害
は
、
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

こ
そ
、
身
の
安
全
を
守
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
そ
の
備
え

を
心
掛
け
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
九
月
一
日
は
「
防
災

の
日
」。
こ
の
機
会
に
防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
防
災
の
日
」
は
、
十
四
万
人

も
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し

た
関
東
大
震
災
を
教
訓
と
し
、
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

大
地
震
が
発
生
す
る
と
建
物
が

崩
れ
た
り
、
道
路
が
寸
断
さ
れ
た

り
し
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
複
数

の
場
所
で
火
災
が
発
生
し
た
り
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら

十
分
な
備
え
を

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
自
分
や

家
族
の
命
を
守
る
た
め
、
年
に
一

度
く
ら
い
は
、
表
１
の
ポ
イ
ン
ト

を
参
考
に
家
族
で
防
災
に
つ
い
て

話
し
合
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ふ
だ
ん
か
ら
、
非
常
持

ち
出
し
品
（
表
２
参
照
）
を
準
備

し
、
家
具
の
転
倒
防
止
を
す
る
な

ど
家
の
中
の
安
全
を
確
保
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
家
具
が
倒
れ
る
と
、

下
敷
き
に
な
っ
て
ケ
ガ
を
し
た
り
、

逃
げ
道
が
ふ
さ
が
れ
て
し
ま
っ
た

り
し
て
、
被
害
が
大
き
く
な
り
ま

す
。こ

れ
か
ら
十
月
上
旬
に
か
け
て

は
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
ま
た
、

台
風
が
来
な
く
と
も
局
地
的
な
豪

雨
等
に
よ
り
、
市
内
が
水
害
に
見

舞
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
伝
え

ら
れ
る
注
意
報
や
警
報
に
注
意
す

る
と
と
も
に
、
台
風
や
豪
雨
な
ど

気
象
の
変
化
に
日
ご
ろ
か
ら
関
心

を
持
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
ま
ち
が
冠
水
し
て
し
ま

っ
た
ら
水
の
深
そ
う
な
場
所
は
避

け
て
避
難
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
避
難
の
際
に
は
、
水
没
し

て
見
え
な
い
路
上
の
段
差
、
側
溝
、

水
路
、
ふ
た
の
流
失
し
た
マ
ン
ホ

ー
ル
な
ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
動
車
な
ど
で
避
難
す
る

と
、
途
中
で
立
ち
往
生
し
た
り
、

緊
急
車
両
の
通
行
の
妨
げ
に
な
っ

た
り
す
る
の
で
利
用
は
な
る
べ
く

避
け
て
く
だ
さ
い
。

地
下
通
路
や
ビ
ル
の
地
下
空
間

は
浸
水
が
早
く
危
険
で
す
。
ま
た
、

自
宅
の
地
下
室
や
地
下
ガ
レ
ー
ジ

な
ど
も
危
険
な
場
合
が
多
い
の
で
、

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

防
災
に
つ
い
て
の
知
識
が
あ
っ

て
も
、
そ
れ
を
現
場
で
生
か
す
こ

と
が
で
き
な
く
て
は
な
ん
に
も
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
実
際
に

体
験
し
、
身
体
で
覚
え
る
の
が
一

番
で
す
。
防
災
訓
練
に
参
加
し
、

災
害
へ
の
実
戦
力
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

市
で
は
、
大
地
震
発
生
を
想
定

し
た
「
総
合
防
災
訓
練
」
を
今
月

二
十
六
日
午
前
十
時
か
ら
東
深
井

中
学
校
で
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
防

災
意
識
を
高
め
、
市
と
防
災
関
係

機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
災
害

発
生
時
に
適
切
な
行
動
が
と
れ
る

よ
う
に
、
毎
年
、
会
場
を
移
し
て

開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
会
場
周
辺
の
自
治
会

を
は
じ
め
、
市
、
防
災
関
係
機
関

（
警
察
、
陸
上
自
衛
隊
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

東
京
電
力
、
市
医
師
会
な
ど
）
が

参
加
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
通
報
訓
練
や
救
護
訓
練
、
消
火

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
防
災
知
識
を
身
に
つ
け

る
た
め
の
常
設
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ま
す
。
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
応
急
手

当
や
消
火
器
の
操
作
な
ど
の
体
験

が
で
き
る
ほ
か
、
炊
き
出
し
な
ど

の
実
演
や
専
門
家
な
ど
が
皆
さ
ん

の
疑
問
や
相
談
に
応
じ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
に
も

楽
し
み
な
が
ら
防
災
訓
練
に
参
加

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
白
バ
イ
等

と
の
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
や
ぬ
り

絵
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
ま
す
。

な
お
、
当
日
午
前
十
時
に
、
訓

練
の
開
始
を
知
ら
せ
る
花
火
を
打

ち
上
げ
る
ほ
か
、
関
係
車
両
な
ど

が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

豪
雨
等
に
よ
る

水
害
に
も
ご
用
心

防
災
訓
練
で

実
戦
力
を
身
に
つ
け
よ
う

□問
総
務
課�50

―
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表1 話し合いのポイント

①
避
難
先
は
ど
こ
か
（
2
カ
所
決
め
て
お
く
）

②
避
難
ル
ー
ト
は
（
実
際
に
歩
い
て
み
る
）

③
緊
急
時
の
連
絡
方
法
と
連
絡
先
は

④
避
難
す
る
と
き
誰
が
何
を
持
ち
出
す
の
か

⑤
救
急
医
薬
品
や
消
火
器
の
点
検
　
な
ど

表2  非常持ち出し品

持ち出し品を欲張り過ぎると、避難
の際に支障を来たすことになります。
必要最小限の内容にしましょう。

貴　重　品：現金、権利証書、通帳、
免許証、健康保険証、印
かんなど

非　常　食：乾パン、缶詰など火を通
さないで食べられるも
の、ミネラルウオーター、
水筒など

応急医薬品：目薬、傷薬、胃腸薬、ば
んそうこう、包帯など

ラ　ジ　オ：予備電池は多めに
照明器具：懐中電灯（できれば一人

１個。予備電池も用意）、
ろうそく、ライター

衣　　　類：下着、上着、タオル、紙
おむつなど

※貴重品は非常持ち出し袋とは別に
管理しましょう

救急法や災害模擬体験など、災害時に活躍する「災害
救援ボランティア」の活動に必要な知識や技術の習得を
目的に「災害救援ボランティア講座」が開かれます。
▽日程＝９月17日�～19日�▽会場＝県西部防災セン
ター（松戸市）ほか▽対象／定員＝県内在住・在勤の方
（未成年者は保護者の承諾が必要）／40人（先着順）▽参
加費＝9900円（学生3300円）※申込方法など詳細は問い
合わせを
□問災害救援ボランティア推進委員会�03－3584－4085

最
近
、
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル

を
守
ら
ず
に
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド

（
警
告
カ
ー
ド
）
を
張
ら
れ
、
取

り
残
さ
れ
る
ご
み
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

収
集
日
以
外
に
出
さ
れ
た
ご

み
や
、
混
合
ご
み
、
粗
大
ご
み

な
ど
は
、
集
積
所
に
出
し
て
も

回
収
し
ま
せ
ん
。
ご
み
集
積
所

周
辺
の
方
の
迷
惑
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
次
の
点
な
ど
を
守
っ

て
ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
可
燃
ご
み
は
、
市
指
定
ご

み
袋
ま
た
は
協
議
済
み
の
袋
で

②
不
燃
ご
み
は
、
透
明
の
袋
ま

た
は
中
身
が
確
認
で
き
る
透
明

性
を
有
す
る
袋
（
同
条
件
の
レ

ジ
袋
も
可
）
で
③
ご
み
は
、
決

め
ら
れ
た
日
の
午
前
８
時
30
分

ま
で
に
家
庭
ご
み
集
積
所
へ
　
　
　

ご
み
を
出
す
と
き
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て

じゅうたん（カーペット）
は、粗大ごみの扱いですが、
これまでは、一辺50センチ
以下に切れば、「可燃ごみ」
として出すことができまし
た。しかし、じゅうたんに
は、化学繊維が多く使われ
ていて、燃やすと焼却施設
に大きな負担がかかるた
め、切って出す場合は、
「不燃ごみ」として束ねて
出すようにしてください。
焼却施設の延命のため、
ご協力をお願いします。

ごみの出し方が
一部変わりました

□問清掃事務所�54－５５０１

昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十
日

に
第
一
号
の
「
広
報
な
が
れ
や

ま
」
が
発
刊
さ
れ
て
か
ら
、
お

か
げ
さ
ま
で
今
号
で
一
〇
〇
〇

号
を
迎
え
ま
し
た
。

タ
ブ
ロ
イ
ド
判
二
ペ
ー
ジ
の

不
定
期
刊
行
で
ス
タ
ー
ト
し
た

広
報
も
、
定
期
発
行
化
や
増
ペ

ー
ジ
を
重
ね
、
昭
和
四
十
九
年

九
月
か
ら
現
在
と
同
じ
タ
ブ
ロ

イ
ド
判
、
一
日
号
八
ペ
ー
ジ
・

十
五
日
号
四
ペ
ー
ジ
の
編
成
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
市
内
を
は
じ
め
、

国
内
外
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
必
要
な
情
報
を
分

か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う

編
集
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
、
公
正
な
立
場
で
市
政
情

報
等
を
お
知
ら
せ
し
、
市
民
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
役
立
つ

広
報
紙
の
発
行
を
目
指
し
ま
す
。

広
報
へ
の
要
望
や
ま
ち
の
情

報
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
秘
書
広
報
課
へ
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

□問
秘
書
広
報
課
�
50
―

６
０
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今
後
も
よ
り
良
い
紙
面
を
目
指
し
て

な
が
れ
や
ま
が
　
号
に

広報

1000

災害救援ボランティア講座の受講者を募集
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福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

苦
情
相
談
窓
口
を
開
設

福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

苦
情
相
談
窓
口
を
開
設

市
が
提
供
し
て
い
る
福
祉
施
設

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
苦
情
解
決
の

仕
組
み
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
利
用
し
て
い
る
市
の

福
祉
施
設
に
苦
情
受
付
窓
口
を
開

設
し
、
苦
情
解
決
の
担
当
者
や
第

三
者
の
委
員
を
定
め
、
利
用
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
と
信
頼
性
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

苦
情
は
、
直
接
各
施
設
の
苦
情

受
付
窓
口
へ
申
し
出
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
書
面
や
電
話
で
も
受

け
付
け
ま
す
。
各
施
設
に
は
、
苦

情
受
付
担
当
者
と
苦
情
解
決
責
任

者
を
配
置
し
、
適
切
な
対
応
が
取

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
第
三
者
委
員
と
し
て

福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
苦
情
相
談
員

二
人
を
選
任
し
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ

な
解
決
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
苦
情
は
直
接
、

福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
苦
情
相
談
員

に
申
し
出
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
苦
情
解
決
シ
ス
テ

ム
で
解
決
で
き
な
い
苦
情
は
、
県

社
会
福
祉
協
議
会
に
設
置
さ
れ
た

県
運
営
適
正
化
委
員
会
に
申
し
出

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
福
祉

施
設
＝
つ
ば
さ
学
園
、
さ
つ
き
園
、

保
育
所
、
児
童
館
・
セ
ン
タ
ー
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
幼
児
こ
と
ば

の
相
談
室
▽
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス

苦
情
相
談
員
＝
藤
原
チ
ヨ
（
中
57

�
58
―

１
８
５
１
）
／
梶
川
博
成

（
東
深
井
６
６
３
―

29
�
54
―

９
４

１
３
）
▽
県
運
営
適
正
化
委
員

会
＝
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
〒
２
６
０

―

８
５
０
８
県
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
�
０
４
３
―

２
４
６
―

０

２
９
４
）

□問
社
会
福
祉
課
�
50
―

６
０
７

９

楽
し
い
催
し
も
の
が
盛
り
だ

く
さ
ん
の
敬
老
会

お
年
寄
り
の
長
寿
を
祝
う
「
市
敬
老

会
」
を
左
表
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

こ
と
し
も
従
来
ど
お
り
の
方
式
で
開

催
す
る
ほ
か
に
、
今
回
は
新
た
に
一
地

区
を
加
え
た
四
地
区
で
は
「
自
主
運
営
」

に
よ
り
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
の
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
た
敬
老
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

対
象
は
、
昭
和
六
年
九
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
七
十
歳
以
上
の
方
で
す
。

対
象
者
に
は
、
招
待
状
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
当
日
持
参
の
う
え
、
ご
出
席
く

だ
さ
い
。
な
お
、
対
象
と
な
る
方
で
、

招
待
状
が
届
か
な
い
場
合
に
は
、
高
齢

者
支
援
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

□問
高
齢
者
支
援
課
�
50
―

６
０
８
０

敬老会日程（★は自主運営地区）

赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん
だ
け
ど
実
家
が
遠
い
、

産
後
の
家
事
が
少
し
心
配
…
。
ち
ょ
っ
と
し

た
ア
ド
バ
イ
ス
が
欲
し
い
、
そ
ん
な
と
き
に

は
、
産
じ
ょ
く
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

市
内
に
は
、
産
じ
ょ
く
期
（
分
娩
時
か
ら

母
体
が
妊
娠
前
の
状
態
に
回
復
す
る
ま
で
の

期
間
）
の
方
を
対
象
に
、
家
事
な
ど
を
手
伝

う
人
を
派
遣
す
る
事
業
者
が
あ
り
ま
す
。
市

で
は
、
こ
の
ほ
ど
産
じ
ょ
く
期
の
ヘ
ル
パ
ー

を
派
遣
し
て
い
る
事
業
者
を
一
覧
に
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
ま
し
た
。
利
用
し
て
み

た
い
方
は
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
保
健
セ
ン
タ

ー
や
児
童
家
庭
課
、
各
出
張
所
、
産
婦
人
科

医
院
等
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
54
―

０
３
３
１
／
児

童
家
庭
課
�
50
―

６
０
８
２

がめがピンチ
節水にご協力を
連日の猛暑と極端な小雨で利根川水
系の各ダムは、貯水量が激減したため、
平成８年８月以来の取水制限が開始さ
れました。
このため、水道局からみなさんのも
とに届く水道水の量や圧力が低下する
ことがあります。
貴重な資源を大切に使うためにも、
より一層の節水・有効利用にご協力く
ださい。
【家庭で簡単にできる節水】
①蛇口の開閉はこまめにする②お風
呂の残り湯は、洗たくや掃除に再利用
する③洗車のときは水をバケツにため
て④歯磨きはコップの水で⑤食器はた
め水洗いで

□問水道局�59－５３１１

流山市民まつり
青空市の出店者を募集中

特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
障
害
者
手
当

各
手
当
の
受
給
者
は
現
況
届
の
提
出
を

経
過
措
置
福
祉
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」「
障
害
児
福
祉

手
当
」「
特
別
障
害
者
手
当
」「
経
過
措
置
福

祉
手
当
」
の
受
給
者
を
対
象
に
、
所
得
状

況
届
（
現
況
届
）
の
提
出
を
九
月
十
一
日

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
届
け
出
を
忘

れ
る
と
、
こ
と
し
の
八
月
分
か
ら
来
年
の

七
月
分
ま
で
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
書
類
＝
所
得
状
況
届
（
現
況
届
）、

特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
（
受
給
者
の
み
）、

別
居
監
護
申
立
書
（
該
当
者
の
み
）、
年
金

支
払
通
知
書
（
年
金
受
給
者
の
み
）、
平
成

12
年
分
の
所
得
証
明
書
（
平
成
13
年
１
月

２
日
以
降
に
転
入
し
た
方
の
み
）
▽
提
出
期

限
＝
９
月
11
日
�
ま
で
に
障
害
者
支
援
課
へ

□問
障
害
者
支
援
課
�
50
―

６
０
８
１

10月７日に開催する「第10回流山ロードレー

ス大会」の参加申し込み期限が迫っています。

参加を希望する方は、今月21日（消印有効）

までに、所定の参加申し込み書（郵便振替用紙）

で、申し込んでください。

流山ロードレース大会実行委員会では、「第10

回流山ロードレース大会」で選手が安全にレー

スができるよう、コースの交通整理をするボラ

ンティアの方を募集しています。

▽日時＝10月７日�９時～13時▽対象＝18歳

以上（高校生を除く）の一般男女▽説明会＝９

月１日�10時～、市総合体育館▽申し込み＝８

月31日までに電話で社会体育課へ

□問社会体育課�59―１２１２

�
つ
ど
う
よ
ろ
こ
び
　
ふ
れ
あ

い
ひ
ろ
ば
�
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
「
第
二
十
三
回
市
民
ま
つ
り
」

（
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
）

が
十
月
二
十
八
日
�
、
総
合
運
動

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
と
し
も
多
く
の
市
民
に
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
青
空
市
の
出

店
者
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
は
市
商
工
会
、
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
に
置
い
て
あ
る

募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
出
店
資
格
＝
市
民
団
体
、
事

業
所
、
学
校
ま
た
は
、
市
民
中
心

の
団
体
お
よ
び
家
族
▽
募
集
数
＝

40
団
体
（
先
着
順
）
※
１
団
体
テ

ン
ト
１
張
り
▽
参
加
費
＝
１
万
円

（
テ
ン
ト
１
張
り
、
長
テ
ー
ブ
ル
２

本
、
パ
イ
プ
椅
子
６
脚
セ
ッ
ト
※

電
源
な
し
）
▽
応
募
方
法
＝
市
商

工
会
、
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
に
備

え
付
け
の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
返
信
用
封
筒

（
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
、
90
円
切

手
を
張
る
）
を
同
封
し
、
９
月
７

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―

０
１
６
４
流
山
市
流
山
２
―

３

１
２
市
商
工
会
内
市
民
ま
つ
り
青

空
市
係
へ

□問
市
商
工
会
�
58
―

６
１
１
１

長 寿 を 祝 う 敬 老 会

農地の無断転用は禁止です

７月から９月までの３カ月間は、

「農地違反転用防止対策強化月間」で

す。

農地は、無断で農地以外に転用する

ことはできません。

転用をするときは、市街化区域内の

農地の場合には、「届け出」を、市街

化調整区域内の農地の場合には、「許

可申請」が必要です。

また、農地造成と称して、残土処分

や産業廃棄物等の投棄が行われた結

果、農地として使えなくなってしまう

こともあります。このようなことを防

ぐためにも、農地を建設残土で盛土・

埋め立てを行う際には、「許可申請書」

を必ず提出してください。

□問農業委員会事務局�50－６１０２

です 

資
格
・
求
人

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
②
９
月
以

降
６
回
程
度
（
月
１
回
）
の
平
日

□問
県
牛
乳
普
及
協
会
�
０
４
３

―

２
２
４
―

４
８
３
９

権
を
公
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構
が
登
録

に
ン

埋め立ての際は
一時転用の許可を

！

!

!

～地域ごとに趣向をこらして開催～

開　催　日 会　　　場 時　　　間

９月15日�

９月16日�

９月９日�

10月７日�
10月10日�

八 木 北 小 体 育 館
西 初 石 小 体 育 館
小 山 小 体 育 館
長 崎 小 体 育 館
北 部 中 体 育 館
東 深 井 小 体 育 館
向 小 金 小 体 育 館
新 川 小 体 育 館
東 小 体 育 館
八 木 南 小 体 育 館
流 山 北 小 体 育 館
西 深 井 小 体 育 館
南 流 山 セ ン タ ー
鰭 ケ 崎 小 体 育 館
流 山 小 体 育 館

★

1 1 ： 3 0 ～ 1 4 ： 0 0
1 0 ： 0 0 ～ 1 3 ： 0 0
1 1 ： 0 0 ～ 1 3 ： 3 0
1 0 ： 3 0 ～ 1 4 ： 0 0
1 0 ： 3 0 ～ 1 3 ： 0 0
1 0 ： 0 0 ～ 1 3 ： 3 0
1 0 ： 3 0 ～ 1 4 ： 3 0
1 1 ： 0 0 ～ 1 4 ： 0 0
1 3 ： 0 0 ～ 1 5 ： 0 0
1 0 ： 3 0 ～ 1 3 ： 0 0
1 0 ： 0 0 ～ 1 2 ： 0 0
1 0 ： 3 0 ～ 1 4 ： 3 0
1 0 ： 3 0 ～ 1 4 ： 0 0
1 1 ： 0 0 ～ 1 4 ： 0 0
1 3 ： 3 0 ～ 1 5 ： 0 0

★
★
★

流山ロードレース大会の
申し込み締め切り迫る

コースボランティアも同時募集

」と
市内
。詳
を。
（東
小倉
鏑木
高城
田中
⑥水
５１
３⑧
⑨水
①②
、⑧



（３） 第１０００号

第160回

今月は31日�に
▽日時＝８月31日�12時15分

～▽場所＝市役所市民ギャラリ

ー▽テーマ＝リリカルに　そし

てドラマチックに▽曲目＝オペ

ラ「コシ・ファン・トゥッテ」

より　やさしい風よ、オペラ

「ドン・ジョバンニ」より　窓

辺にいでて我が歌をほか▽出

演＝高木太郎（テノール）、熊

坂正実（バリトン）、森寿美子

（ピアノ）

□問社会教育課�50－６１０６

①ワープロ＝無料②硬式テ

ニスラケット＝相談③琴＝

相談④一輪車（20インチ）＝相談⑤ワープロ＝無

料⑥アルミホイール４本セット（15×7JJまたは

6.5JJ）＝相談⑦電動糸のこ＝2000円⑧女児服（100

～120㎝）＝1000円⑨べビーラック（ローチェ

ア）＝1000円

【今回の掲載品を希望する方】
官製ハガキに番号、品名、住所、氏名、電話番号を明
記して、24日までにコミュニティ課へ。27日に抽選を行
い、提供者から当選者に連絡が行きます。交渉は当事者
間で行い、結果を同課へ報告いただきます。
【次回の掲載を希望する方】
往復ハガキ（１人２点まで）に品名、希望価格（３,000
円以下）などを記入し、24日までに同課へ申し込みくだ
さい。
【申し込み・問い合わせ】
〒270－0192流山市役所コミュニティ課消費生活係�
50－６０７６

①足踏み式ミシン＝相談②

エアロサイクル＝相談③ウ

ッドカーペット（６畳用）＝相談④ワープロ＝

2000円⑤パソコンデスク（スチール製・黒）＝

1500円⑥よいこの学習百科（1～20巻）＝3000円

⑦カーテン（100×160㎝）＝500円⑧ガーデニン

グ（木、150×76×30㎝）＝3000円⑨留守番電話

機＝1000円⑩トレーニングパンツ（10枚、90～95

㎝）＝500円�秋物マタニティ服２着＝1000円�

赤ちゃん用おふろイス＝500円

������������������
������������������善意用品交換セール

常磐自動車道測定結果（平成13年６月）

�昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベルの協定値を超えた時間
�連続した3カ月間に日平均値が0.04ppmを超えた日数（0.06ppmを超えた
日数）�日平均値が0.10�／�を超えた日が２日以上連続したことの有無

項　　目

�騒音

�NO2

�SPM

�日平均
交通量

若葉台

時　間 14 134 22 13

西初石 東初石 青　田

日 0（0） 0（0） 5（0） 0（0）

有　無 有 有 無 有

上　り

46,490台 47,821台 94,311台

下　り 合　計

講
座
・
講
演

★
手
話
教
室
（
基
礎
）

▽
日
程
＝
８
月
22
日
か
ら
平
成

14
年
２
月
13
日
ま
で
の
毎
週
水
曜

た
だ
し
、
12
月
26
日
、
平
成
14
年

１
月
２
日
を
除
く
（
全
23
回
）
▽

時
間
＝
10
時
〜
12
時
▽
場
所
＝
森

の
図
書
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内

在
住
・
在
勤
の
手
話
講
座
初
級
を

終
了
し
た
方
（
面
接
あ
り
）
／
５

人
▽
受
講
料
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
８
月
21
日
ま
で
に
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
市
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

□問
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
55
―

３
６
３
８
�
53
―

３
４

３
７く

ら
し
と
物
価
通
信
講
座

▽
期
間
＝
９
月
〜
平
成
14
年
２

月
▽
対
象
／
定
員
＝
20
歳
以
上
の

県
内
在
住
の
方
／
１
０
０
人
（
多

数
抽
選
）
▽
受
講
料
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
官
製
ハ
ガ
キ
に
「
物
価

通
信
講
座
受
講
希
望
」、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

８
月
28
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２

６
０
―

８
６
６
７
県
庁
県
民
生
活

課
消
費
者
行
政
班
へ

□問
県
民
生
活
課
�
０
４
３
―

２

２
３
―

２
２
９
６

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
（
初

級
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
）
養
成
講
習

会
▽
期
日
＝
12
月
１
日
�
・
２
日

�
・
８
日
�
・
９
日
�
▽
会
場
＝

県
青
少
年
女
性
会
館
（
千
葉
市
）、

サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
千
葉

（
千
葉
市
）
▽
定
員
＝
30
人
（
多
数

抽
選
）
▽
受
講
料
＝
６
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
等
）
※
受
講
資
格
、

申
し
込
み
方
法
等
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

□問
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
�
０
４
３
―

２

４
１
―

６
７
６
６

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・

人
工
膀
胱
造
設
者
）
社
会
適
応
訓

練
講
習
会

▽
日
時
＝
９
月
８
日
�
12
時
〜

16
時
▽
会
場
＝
柏
市
中
央
公
民
館

▽
参
加
費
＝
無
料
※
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

□問
�
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
千

葉
県
支
部
�
０
４
７
―

４
５
２
―

６
４
３
３
（
月
・
火
・
金
曜
の
み
）

そ
の
他

イ　ベ　ン　ト
インドアーバードウオッチングの集い（流山野

鳥の会主催）＝８月19日�13時～16時、初石公民

館。入場無料□問宮野�54－６９０１

講演会「拓本」のことについて（県書作家連盟

主催）＝８月26日�10時30分～12時、さわやかち

ば県民プラザ（柏市）。入場無料□問久保田�54－

５５５１

どろんこまつり（�流山青年会議所主催）＝９

月２日�９時～16時、南流山小学校裏休耕田（大

字木）。当日直接会場へ※小学生以上対象。着替

え、タオル持参□問西村�58－１３１９

市テニスシングルス大会（市体育協会テニス部

主催）＝９月９日・16日・23日の日曜いずれも９

時～、市庭球場。参加費2000円。今月25日までに

電話で申し込みを□問秋元�54－５６０６

このコーナーに掲載を希望する方は
秘書広報課、各公民館、南流山センタ
ー、森の図書館、各福祉会館、市民総
合体育館にある掲載申込書に必要事項
を記入のうえ、掲載希望号の１カ月前
（イベント掲載希望者のみ）までに秘書
広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・

サークル名、開催日時・場所、問い合
わせ先です。また、内容の確認は当
事者間でするようにお願いします。
□問秘書広報課�50－６０６３

市民伝言板

★印のあるものは市主催のもの

資
格

求
人

７月21日に行われた兵庫県の

「明石市民夏まつり」では、花火

大会に訪れた見物客が将棋倒しと

なり、11人の命が失われる痛まし

い事故が発生しました。

千葉県では、このような事故を

未然に防ぐため、夏祭りなどの主

催者に対して、見物客の誘導対策

や会場の警備を警察などの関係機

関と連携を取り、十分な安全対策

を確保するよう指導しています。

市内の各種団体でも、大勢の人

が集まるイベントを開く際は、事

故防止の徹底を図るようお願いし

ます。

□問商工課�50－６０８５

イベントを開くなら
徹底しよう「事故防止」
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★
臨
時
職
員
（
保
育
士
）
の
登

録
者
募
集

▽
勤
務
日
／
勤
務
時
間
＝
月
〜
金

曜
／
８
時
30
分
〜
17
時
、
土
曜
／

８
時
30
分
〜
12
時
▽
勤
務
地
＝
市

内
保
育
所
▽
時
間
給
＝
９
０
０
円

（
交
通
費
別
途
支
給
）
▽
条
件
＝
保

育
士
資
格
を
取
得
し
て
い
る
方

□問
人
事
課
�
50
―

６
０
６
８

★
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
つ
ど
い
・
ペ

タ
ン
ク
＆
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

ゴ
ル
フ

▽
日
時
＝
８
月
26
日
�
８
時
30

分
〜
（
雨
天
中
止
）
▽
集
合
場
所

（
時
間
）
＝
東
深
井
地
区
公
園
（
８

時
）
▽
参
加
費
＝
１
０
０
円
▽
持

ち
物
＝
水
筒
、
タ
オ
ル
、
帽
子
▽

申
し
込
み
＝
当
日
直
接
集
合
場
所

へ
□問
社
会
体
育
課
�
59
―

１
２
１

２
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
の
つ

ど
い
・
早
朝
歩
こ
う
会
「
利
根
川

漫
歩
シ
リ
ー
ズ
パ
ー
ト
１
」（
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー

会
主
催
）

▽
日
時
＝
８
月
26
日
�
６
時
〜

13
時
（
小
雨
決
行
）
▽
集
合
場
所

（
時
間
）
＝
初
石
駅
前
（
５
時
40
分
）

▽
内
容
＝
関
宿
城
か
ら
目
吹
橋
ま

で
約
17
キ
ロ
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
▽

参
加
費
＝
３
０
０
円
▽
持
ち
物
＝

水
筒
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
雨
具
、

着
替
え
、
交
通
費
（
約
１
５
０
０

円
）
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
集

合
場
所
へ

□問
社
会
体
育
課
�
59
―

１
２
１

２
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
企

画
運
営
委
員
会
県
民
委
員
募
集

▽
内
容
＝
平
成
14
年
２
月
１

日
・
２
日
の
「
男
女
共
同
参
画
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
に
県
民
委
員
と
し
て

参
加
▽
募
集
要
件
＝
①
県
内
に
在

開
催
の
企
画
運
営
委
員
会
に
参
加

で
き
る
方
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参

加
で
き
る
方
▽
募
集
人
員
＝
３
人

▽
申
し
込
み
＝
官
製
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
応
募
動
機
を

明
記
し
、
８
月
31
日
（
必
着
）
ま

で
に
〒
２
６
０
―

８
６
６
７
県
庁

企
画
部
男
女
共
同
参
画
課
へ

□問
男
女
共
同
参
画
課
�
０
４
３

―

２
２
３
―

２
３
７
３

県
立
北
総
花
の
丘
公
園
夏
の
イ

ベ
ン
ト

▽
日
時
＝
９
月
２
日
�
10
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
県
立
北
総
花
の
丘

公
園
（
印
西
市
）
▽
内
容
＝
ビ
ニ

ー
ル
だ
こ
づ
く
り
、
ブ
ロ
ー
チ
づ

く
り
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
会
場
へ

□問
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
�
０

４
７
６
―

４
７
―

４
０
３
０

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
の
募
集

【
ポ
ス
タ
ー
】

▽
募
集
作
品
＝
明
る
い
選
挙
を

推
進
す
る
も
の
（
内
容
・
表
現
は

自
由
）
▽
規
格
＝
画
用
紙
四
ツ
切

り
ま
た
は
八
ツ
切
り
、
も
し
く
は

そ
れ
に
準
ず
る
大
き
さ
で
描
画
材

料
は
自
由
（
１
人
１
点
）
▽
そ
の

他
＝
作
品
の
裏
面
右
下
に
県
名
、

学
校
名
、
学
年
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
を
明

記
【
標
語
】

▽
募
集
作
品
＝
き
れ
い
な
選
挙

の
推
進
や
棄
権
防
止
を
呼
び
掛
け

る
も
の
▽
規
格
＝
適
当
な
大
き
さ

の
短
冊
に
20
字
以
内
の
自
作
の
標

語
（
１
枚
に
１
点
、
１
人
２
点
ま

で
）
▽
そ
の
他
＝
作
品
の
左
横
に

学
校
名
、
学
年
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
を
明

記
【
共
通
】

▽
対
象
＝
市
内
在
住
の
小
学
生

以
上
の
方
▽
応
募
方
法
＝
９
月
７

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
へ
▽
そ
の
他
＝

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
入

賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
側
に
属

し
、
作
品
は
自
由
に
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
※
「
公
明
選
挙
」

「
明
正
選
挙
」
の
標
語
は
使
用
で
き

ま
せ
ん

□問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�
50
―

６
１
０
０

牛
乳
お
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
の
作

品
募
集

▽
内
容
＝
牛
乳
や
乳
製
品
な
ど

を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
の
募

集
▽
応
募
資
格
＝
県
内
在
住
の
方

で
１
世
帯
１
人
。
応
募
点
数
は
複

数
可
▽
応
募
方
法
＝
所
定
の
応
募

用
紙
ま
た
は
自
作
の
応
募
用
紙
に

料
理
名
、
材
料
名
、
分
量
（
４
人

分
）、材
料
費（
２
４
０
０
円
以
内
）、

作
り
方
、
所
要
時
間
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
９
月

30
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２

６
０
―

０
０
１
４
千
葉
市
中
央
区

本
千
葉
町
13
―

１
本
千
葉
ビ
ル
千

葉
県
牛
乳
普
及
協
会
「
牛
乳
乳
製

品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
係
ヘ

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

建
設
現
場
で
働
く
人
た
ち
が
退
職

す
る
と
き
に
、
退
職
金
が
支
払
わ

れ
る
制
度
で
す
。
掛
け
金
の
負
担

軽
減
や
融
資
制
度
な
ど
の
特
典
を

兼
ね
備
え
、
国
の
補
助
で
運
営
さ

れ
て
い
る
安
全
で
有
利
な
制
度
で

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□問
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
千

葉
県
支
部
�
０
４
３
―

２
４
６
―

７

３
７
９

小
型
船
舶
の
登
録
制
度

平
成
十
三
年
六
月
二
十
七
日
に

「
小
型
船
舶
の
登
録
等
に
関
す
る
法

律
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
法

律
は
、
総
ト
ン
数
二
十
ト
ン
未
満

の
小
型
船
舶
（
漁
船
な
ど
は
対
象

外
）
を
登
録
す
る
こ
と
で
、
所
有

事
務
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
こ
の
法
律
は
、
一
年

以
内
に
施
行
さ
れ
、
施
行
後
初
め

て
の
船
舶
検
査
時
ま
で
に
登
録
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

□問
日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構
�

０
３
―

３
２
３
９
―

０
８
２
１

秋の味覚をひと足先
観光果樹園がオープ
市観光果樹組合では、「梨」

「ぶどう」のもぎ取り、直売を市
９カ所の観光果樹園で行います
細は各観光果樹園へ問い合わせを
▽果樹園名（場所）＝①奥富
初石５丁目）�52－０６２３②小
（駒木台）�53－４９１１③鏑
（駒木台）�52－４５６８④高
（名都借）�45－６２４７⑤
（向小金2丁目）�74－０４３０⑥
代（向小金3丁目）�74－４４
⑦芳野（古間木）�58－４７２
須賀（十太夫）�52－０８３９⑨
野（前ケ崎）�44－７８６３※①
は梨・ぶどう、③～⑦はぶどう
⑨は梨
□問各果樹園
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中
学
生
は
、
第
二
次
反
抗
の
時

期
で
す
。
そ
の
真
っ
只
中
で
、
親

や
先
生
な
ど
、
周
り
の
大
人
に
反

抗
し
な
が
ら
親
離
れ
を
し
、
自
立

し
て
い
き
ま
す
。
親
や
先
生
に
と

っ
て
は
、
扱
い
づ
ら
く
、
や
っ
か

い
な
時
期
と
も
言
え
ま
す
が
、
子

ど
も
に
と
っ
て
は
、
自
己
を
確
立

し
て
い
く
う
え
で
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
大
切
な
時
期
で
す
。
私
た

ち
大
人
も
、
中
学
生
時
代
に
は
、

親
や
先
生
に
反
抗
し
た
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
最
近
、
相
談
室
で
出

会
う
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
こ

の
反
抗
期
が
感
じ
ら
れ
な
い
子
ど

も
が
い
ま
す
。
例
え
ば
、
家
庭
で

も
学
校
で
も
「
い
い
子
」
だ
っ
た

子
が
、
突
然
、
理
由
も
は
っ
き
り

し
な
い
ま
ま
、
学
校
に
行
け
な
く

な
る
と
い
う
ケ
ー
ス
で
す
。
こ
の

「
い
い
子
」
た
ち
は
、
親
や
先
生
に
、

「
学
校
に
行
け
」
と
言
わ
れ
る
と
、

自
分
の
気
持
ち
を
押
し
出
さ
ず
、

無
理
を
し
て
学
校
に
通
い
続
け
ま

す
。
し
か
し
、
大
抵
は
朝
に
な
る

と
「
お
腹
が
痛
い
」「
頭
が
痛
い
」

な
ど
と
訴
え
る
よ
う
に
な
り
、
言

葉
で
表
せ
な
い
思
い
が
体
の
症
状

と
し
て
出
て
き
て
し
ま
う
の
で
す
。

そ
う
い
う
子
ど
も
た
ち
と
相
談

室
で
か
か
わ
り
始
め
る
と
、
最
初

は
、
何
の
問
題
も
な
い
、
き
ち
ん

と
し
た
「
い
い
子
」
で
通
そ
う
と

し
ま
す
。
し
か
し
、
相
談
室
と
い

う
守
ら
れ
た
自
由
な
空
間
に
慣
れ

て
く
る
と
、
次
第
に
自
己
中
心
的

に
な
っ
て
き
た
り
、
勉
強
を
サ
ボ

っ
て
み
た
り
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た

反
抗
を
し
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
ん
な
と
き
は
、
注
意
を
し

つ
つ
も
、「
た
く
ま
し
く
な
っ
て
き

た
な
」
と
、
内
心
頼
も
し
く
思
う

の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
は
、

一
生
懸
命
に
「
い
い
子
」
に
な
ろ

う
と
努
力
す
る
あ
ま
り
に
、
疲
れ

切
っ
て
し
ま
い
、
反
抗
す
る
力
を

な
く
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

反
抗
の
で
き

な
い
「
い
い
子
」

の
精
一
杯
の
反

抗
が
、
不
登
校

と
い
う
形
な
の

だ
と
感
じ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
子

ど
も
た
ち
に
は
、

素
直
な
自
己
表

現
が
で
き
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
ま
す
。

企
画
展
に
も
足
を
運
ん
で
み
て
は

Vol.8  反抗期は自立の第一歩

反
抗
期
の
子
ど
も
た
ち
に
か
か

わ
る
大
人
た
ち
は
、
反
抗
は
自
立

の
第
一
歩
と
い
う
視
点
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
慌
て
ず
、

騒
が
ず
、
常
に
広
い
心
で
受
け
止

め
、
大
人
へ
の
第
一
歩
を
支
援
し

て
い
く
余
裕
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

〈
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
〉

博
物
館
で
は
、「
市
史
通
史
編
Ⅰ
」

の
刊
行
を
機
会
に
、
市
民
に
も
っ

と
歴
史
書
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
古
文
書
解
読
講
座
を
開
催
し
ま

す
。こ

の
講
座
で
は
、
初
め
て
古
文

書
に
触
れ
る
と
い
う
方
を
対
象
に
、

古
文
書
の
基
礎
知
識
か
ら
始
ま
り
、

市
史
に
収
録
し
て
あ
る
「
五
人
組

帳
前
書
」
を
解
読
し
な
が
ら
、
古

文
書
を
通
し
て
歴
史
を
考
え
ま
す
。

▽
期
日
＝
８
月
26
日
�
、
９
月

９
日
�
・
22
日
�
、
10
月
７
日

�
・
21
日
�
、
11
月
４
日
�
▽
時

間
＝
い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
15
時

30
分
▽
場
所
＝
中
央
図
書
館
▽
講

師
＝
関
口
嵩
史
さ
ん
（
大
正
大
学

仏
教
綜
合
研
究
所
研
究
員
）
お
よ

び
博
物
館
職
員

流
山
の
古
文
書
を
読
ん
で
み
よ
う

市
立
博
物
館
で
古
文
書
解
読
講
座
を
開
催

企
画
展
「
流
山
と
自
転
車
」
も
好
評
開
催
中

企
画
展
も
好
評
開
催
中

四
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
た
市
立
博
物
館
で
「
流
山
と

自
転
車
」
を
テ
ー
マ
に
企
画
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
期
間
＝
９
月
16
日
�
ま
で

（
月
曜
、
祝
日
、
８
月
31
日
を
除
く
）

▽
時
間
＝
９
時
30
分
〜
17
時
▽
場

所
＝
市
立
博
物
館
▽
入
場
料
＝
無

料

企
画
展
に
合
わ
せ
９
月
２
日
に

講
演
会
が

自
転
車
に
つ
い
て
、
よ
り
深
く

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
９
月
２
日
�
13
時
30

分
〜
▽
場
所
＝
中
央
図
書
館
▽
講

師
＝
谷
田
貝
一
男
さ
ん
（
自
転
車

文
化
セ
ン
タ
ー
学
芸
員
）
▽
演

題
＝
「
自
転
車

―
人
々
に
愛
さ

れ
続
け
て
き
た
秘
密
と
そ
の
歴
史
」

▽
入
場
料
＝
無
料

□問
市
立
博
物
館
�
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相馬市の子どもたちとの姉妹都市交流

市内を会場に熱戦が繰り広げられたサッカー（写
真上）と剣道（写真下）

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
友
好
の

輪
を
広
げ
て
も
ら
お
う
と
、
姉
妹

都
市
の
福
島
県
相
馬
市
と
本
市
の

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
交
流
試
合
が

七
月
二
十
日
か
ら
八
月
五
日
に
か

け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
は
、
サ
ッ
カ
ー
と
剣
道

が
本
市
を
会
場
に
、
ま
た
野
球
が

相
馬
市
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
、

選
手
た
ち
は
、
試
合
や
交
流
会
を

通
じ
て
互
い
に
友
好
を
深
め
ま
し

た
。

七
月
二
十
日
、
本
市
上
耕
地
運

動
場
で
行
わ
れ
た
少
年
サ
ッ
カ
ー

交
歓
試
合
に
は
、
相
馬
市
か
ら
女

子
一
チ
ー
ム
を
含
む
九
チ
ー
ム
百

九
人
が
参
加
し
、
本
市
代
表
の
十

三
チ
ー
ム
と
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

交
流
試
合
と
は
い
え
、
選
手
た

ち
は
猛
暑
に
も
負
け
ず
、
元
気
あ

ふ
れ
る
プ
レ
ー
で
会
場
を
沸
か
せ

て
い
ま
し
た
。

猛暑の中でも
ガッツあふれるプレーの連続
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猛暑の中でも
ガッツあふれるプレーの連続

平
和
を
願
い
、
ビ
デ
オ
上
映
会

今
月
18
日
に
、
親
子
で
ぜ
ひ
…

き
ょ
う
十
五
日
は
、
終
戦
記
念

日
で
す
。

戦
争
で
尊
い
生
命
を
失
っ
た
多

く
の
人
々
に
深
い
哀
悼
の
意
を
表

し
、
人
類
の
平
和
を
願
う
日
で
す
。

市
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
に
恒

久
平
和
を
願
い
、「
平
和
都
市
宣
言
」

を
し
、
毎
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
平
和

施
策
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

八
月
十
八
日
に
開
催
す
る
夏
休

み
親
子
ビ
デ
オ
上
映
会
で
は
、
敗

戦
に
よ
る
混
乱
で
さ
ま
ざ
ま
な
悲

劇
を
生
ん
だ
満
蒙
開
拓
団
を
描
い

た
ア
ニ
メ
「
蒼
い
記
憶
」
を
上
映

し
ま
す
。

感
動
的
に
描
か
れ
た
作
品
を
夏

休
み
の
一
日
、
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
す

か
。▽

日
時
＝
８
月
18
日
�
15
時
〜

16
時
30
分
▽
場
所
＝
南
流
山
セ
ン

タ
ー
▽
上
映
ビ
デ
オ
＝
蒼
い
記
憶

（
ア
ニ
メ
ビ
デ
オ
）
▽
入
場
料
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場

へ
※
来
場
者
全
員
に
記
念
品
進
呈

□問
企
画
調
整
課
�
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うつくしま未来博ツアー
～バスで行く相馬ユートピア～

問い合わせ　コミュニティ課　�50－6076

市
　
民

60歳以上

60歳未満

中学生以下

1 9 , 5 0 0 円

2 0 , 0 0 0 円

1 8 , 5 0 0 円

市
外
大　　人

中学生以下

2 1 , 0 0 0 円

1 9 , 0 0 0 円

オープン10周年を迎えた相馬ユ－トピアに泊って、うつくしま未来博へ行
ってみませんか。
今回は、9月15日敬老の日の土曜日に実施します。

この連休を利用した家族旅行として参加してみてはいかがですか。

●日　　程 平成13年９月15日�～16日�

●コ ー ス

１日目 流山－うつくしま未来博（自由昼食、見学）－相馬ユ－トピア

（泊）

２日目 相馬ユ－トピア－松川浦－野馬追いの里－原町市博物館（見

学）－小名浜（昼食、買物）－流山

●申込締切 ８月31日（金）定員になり次第締め切り

●定　　員 30人（最少催行人員）。３人以上の家族・グループの場合は１

室ご利用できます。ただし、申し込み状況により変更の場合あ

り

●主　　催 東急観光（国土交通大臣登録旅行業第38号）

●後　　援 流山市

●申込方法 電話で東急観光柏支店へ　�63－１６３１

料金（税込み、1泊3食）


